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県科大の看護師特定行為研修課程ではチーム医療のキーパーソンとして
多職種と協働できる特定行為実践看護師を養成します

◎群馬県内の慢性期医療や在宅医療等のニーズに対応し、手順書により
一定の診療の補助ができる看護師を養成する機会を提供します
◎研修ではeラーニング・オンライン教育システムを活用し、働きながら
高度なスキルと判断力を身につけます 群馬県立県民健康科学大学 看護師特定行為研修課程

・65歳以上人口 約57万人 → 高齢化率 29.8％
（群馬県年齢別人口統計調査結果 令和元年１０月１日現在）

・山間部地域は高齢化率30％を超えており高齢化が
進んでいる。

・慢性期医療や在宅医療等のニーズが高い水準で維持
されると予測される。

・群馬県の届出医師数は 4,620 人
2次医療圏の都道府県別の医師不足数 全国４位
「医師偏在指標」(推計)の指標の下位33.3％未満
「医師少数三次医療圏」(医師少数県)に該当
現時点でも医師少数で、将来的にも医師不足が解消
されない県と予測されている。

（厚労省・医師需給分科会 令和元年2月）

・特定行為研修制度に関するニーズ調査
（平成28年度 群馬県健康福祉部医務課看護係）

県内の現状 看護師特定行為研修課程の研修の内容

・4～7月 県内５病院から５名が入学、共通科目６科目を
ｅラーニングで受講、単位を修得した。

・８～9月 学内『特定行為共通
科目実習」を４日間実施した。
この実習は本学教員と、特定行
為研修の教育経験が豊富な非常
勤講師（医師）及び県内で活動
する特定行為研修修了者、模擬
患者の会などのご協力のもと
シミュレーション教育の手法を
取り入れ実施（写真1～3枚目）

・９～10月 区分別科目の
ｅラーニング、医師による講義
･演習･OSCE(技術試験)を実施
技術試験はオンライン教育シス
テムを活用して演示動画を掲載
し、繰り返し視聴可能とした。
気管カニューレ交換の手技練習
用シミュレータを貸与し、技術
試験の物品や手順は各施設に
合わせて実施（写真4枚目）

・11～2月 区分
別科目の臨地実習は、研修生の所属施設
で、患者様の同意を得て指導医等から
指導を受け実践した。実習では研修生が
デザインしたスクラブを着用した。

・県内や研修生のニーズに合わせて、修了者のフォロー
アップ研修の企画や区分別科目の追加を検討している。

看護師特定行為研修課程の研修の様子

・研修は全てに共通して学ぶ「共通科目」と特定行為区分
ごとに学ぶ「区分別科目」に分かれている。

・授業は講義、演習、実習により構成され、本学では
「e-ラーニング」を導入して進めている。

・慢性期及び在宅医療でニーズの高い「呼吸器(長期呼吸
療法に係るもの)関連」「栄養及び水分管理に係る薬剤
投与関連」の２区分３行為の研修を提供している。

・実習は研修生の協力施設(自施設・近隣施設)で行う。・群馬県内の指定研修機関 4施設 (令和２年8月現在）

OSCEの様子

今後の予定
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